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話題の本棚

創
作
に
挑
む
人
工
知
能
が
残
し
た
遍
歴
の
轍

　

将
来
的
に
、
全
て
の
小
説
は
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

う
―
―
そ
ん
な
こ
と
を
バ
イ
ト
先
で
理
系
の
同
僚
か
ら
聞
い
た
。
当
該
分
野
に

明
る
く
な
い
評
者
は
本
当
だ
ろ
う
か
と
半
信
半
疑
で
い
た
の
だ
が
、
そ
ん
な
折

本
書
を
ル
ネ
で
見
つ
け
、
手
を
伸
ば
し
た
の
だ
っ
た
。

　

Ａ
Ｉ
に
よ
る
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
バ
ッ
ハ

　

本
エ
ッ
セ
イ
に
よ
る
と
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
小
説
家
に
な
る
と
い
う
の

は
、
今
は
ま
だ
現
実
的
で
は
な
い
ら
し
い
。
例
示
さ
れ
た
物
語
の
一
節
は
、
文

法
こ
そ
正
し
い
も
の
の
支
離
滅
裂
な
内
容
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
こ
の
本
に
収

め
ら
れ
た
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ
の
計
り
知
れ
ぬ
創
造
性
が
窺
え

る
。
今
世
紀
に
至
る
ま
で
数
々
の
研
究
者
が
、
そ
の
予
想
以
上
の
可
能
性
を
明

ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
こ
で
鍵
と
な
る
の
が
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
あ
る
問

い
か
ら
一
つ
の
答
え
に
至
る
一
本
の
道
の
よ
う
な
も
の
だ
。
Ａ
Ｉ
達
は
デ
ー
タ

の
精
査
と
可
能
性
の
試
行
を
経
て
、
よ
り
目
的
に
適
う
通
行
路
を
探
り
出
す
。

そ
の
過
程
は
、
偉
人
た
ち
が
生
涯
を
か
け
て
積
み
重
ね
た
遺
産
を
瞬
く
間
に
吸

収
し
て
い
く
凄
ま
じ
い
も
の
だ
。
例
え
ば
バ
ッ
ハ
の
楽
譜
か
ら
バ
ッ
ハ
風
の
メ

ロ
デ
ィ
を
作
曲
し
、
あ
る
い
は
三
四
六
枚
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
作
品
を
基
に
し
て

彼
ら
し
い
筆
づ
か
い
を
体
得
す
る
の
だ
。
本
書
の
表
紙
に
も
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
描

画
さ
れ
た
肖
像
画
が
紛
れ
て
お
り
、
そ
の
巧
み
さ
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
。

　

軽
や
か
で
茶
目
っ
気
す
ら
感
じ
さ
せ
る
著
者
の
叙
述
は
、
輝
か
し
い
Ａ
Ｉ
の

活
躍
だ
け
で
な
く
、
今
現
在
Ａ
Ｉ
が
到
達
し
て
い
る
座
標
を
も
冷
静
に
捕
捉
し

て
い
る
。
人
工
知
能
は
碁
の
盤
上
で
、
人
智
を
超
え
た
美
し
き
勝
利
の
方
程
式

を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
新
し
い
数
学
の
証
明
を
構
築
し
、
更
に
そ
の
正

否
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
文
学
作
品
の
情
感
を
捉
え
翻
訳
す
る

の
は
ま
だ
難
し
い
。
作
家
の
文
体
は
掴
め
て
も
、
大
局
的
な
物
語
構
造
は
作
り

づ
ら
い
。
本
書
を
執
筆
し
た
ソ
ー
ト
イ
は
数
学
者
。
彼
は
同
じ
理
系
分
野
の
人

間
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
Ａ
Ｉ
開
発
の
現
状
に
つ
い
て
も
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。

　

人
間
と
Ａ
Ｉ
が
学
び
合
う
世
界
に
た
ど
り
着
く
前
に

　
「
Ａ
Ｉ
芸
術
革
命
を
前
進
さ
せ
て
い
る
の
は
、
芸
術
的
な
配
慮
で
は
な
く
金
な

の
だ
」
と
い
う
ソ
ー
ト
イ
の
言
葉
は
重
い
。
研
究
資
金
獲
得
の
た
め
、
開
発
者

ら
が
大
衆
好
み
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
も
確
か
だ
が
、
今
や
流

行
に
乗
っ
た
企
業
広
告
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
の
二
文
字
は
乱
用
さ
れ
る
一
方
だ
。
他

方
で
世
界
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
動
画
サ
イ
ト
、
通
販
サ
イ
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
の
網
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
介
し
て
利
用
者
の
趣
味
嗜
好
、
判
断
を
方
向
付

け
て
い
る
。「
こ
ち
ら
も
お
す
す
め
」
と
い
う
表
示
は
Ａ
Ｉ
に
よ
る
推
薦
な
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
が
浸
透
し
切
っ
た
人
間
社
会
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
文

理
を
問
わ
ぬ
「
人
間
知
能
」
が
要
請
さ
れ
る
は
ず
だ
。
ソ
ー
ト
イ
は
Ａ
Ｉ
と
人

間
の
相
互
理
解
の
必
要
性
を
訴
え
、
両
者
の
創
作
と
い
う
営
み
を
探
求
す
る
意

義
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
主
張
を
好
意
的
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
本
書
は
不
毛
な

分
断
が
進
む
諸
学
問
に
お
け
る
相
互
協
調
を
も
促
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
評

者
と
し
て
は
ま
ず
、
Ａ
Ｉ
へ
の
関
心
を
引
き
出
し
て
く
れ
た
件
の
知
人
と
の
分
野

横
断
的
な
対
話
の
手
引
と
し
て
、
こ
の
稀
有
な
啓
蒙
書
を
活
か
し
た
い
。�（�

と
よ 

）

�

（
三
九
八
頁　

本
体
二
五
〇
〇
円　

11
月
刊
）

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
身
震
い

マ
ー
カ
ス
・
デ
ュ
・
ソ
ー
ト
イ
著

冨
永
星
訳　
新
潮
社
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話題の本棚

あ
な
た
の「
悲
し
み
」は
ど
こ
か
ら
？

　
「
悲
し
い
か
ら
泣
く
の
で
は
な
い
、
泣
く
か
ら
悲
し
い
の
だ
」。
心
理
学
を
多

少
な
り
と
も
か
じ
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら
ば
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
＝
ラ
ン
ゲ
説
と
い
う
、
身
体
反

応
へ
の
気
づ
き
こ
そ
が
「
感
情
」
で
あ
る
と
す
る
理
論
を
端
的
に
表
し
た
フ
レ

ー
ズ
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
感
情
」
理
論
に
対
し
て
新
し
い

考
え
方
を
示
し
た
一
方
で
、
我
々
が
本
当
に
身
体
反
応
だ
け
か
ら
感
情
を
断
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
は
、
未
だ
答
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
感
情
」
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
学
説
は
、
今
も
多
く
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
ん
な
「
感
情
」
を
巡
る
諸
問
題
を
考
え
な
が
ら
、

「
感
情
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く
入
門
的
な
哲
学
書
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
自
分
を
取
り
巻
く
状
況
が
持
つ
価
値
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
と
い

う
「
感
情
」
の
性
質
を
重
視
し
、
身
体
反
応
だ
け
で
な
く
、
思
考
も
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ラ
ザ
ル
ス
と
ア
ル
フ
ォ
ー
ト
が
行

な
っ
た
、
同
じ
映
像
に
違
う
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
の

身
体
反
応
と
「
感
情
」
の
差
を
調
べ
る
と
い
う
実
験
を
参
照
し
、「
感
情
」
に

は
、
対
象
の
価
値
を
捉
え
る
思
考
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
言
語
的
な
思
考
を
持
た
な
い
赤
ち
ゃ
ん
は
「
感
情
」
を

持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
著
者
は
、「
感
情
」
に
影
響

を
も
た
ら
す
「
思
考
」
に
は
、
非
言
語
的
な
思
考
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
、

「
感
情
」
は
「
価
値
を
捉
え
る
思
考
と
、
価
値
に
対
処
す
る
た
め
の
身
体
的
な

準
備
の
組
み
合
わ
せ
」
と
し
て
理
解
で
き
る
と
結
論
づ
け
る
。
本
書
は
こ
の
よ

う
に
、
具
体
的
な
実
験
結
果
を
参
照
し
つ
つ
、
我
々
の
生
活
実
感
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
様
々
な
「
感
情
」
の
様
相
に
迫
っ
て
い
く
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
最
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
、
な
ぜ
人
は
わ
ざ
わ
ざ
悲
し
い
音
楽

を
聴
く
の
か
？
と
い
う
、
負
の
感
情
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。

本
来
、「
悲
し
い
」
と
い
う
「
感
情
」
は
、
何
か
を
喪
失
す
る
時
に
生
ま
れ
て

く
る
も
の
で
あ
る
が
、
音
楽
を
聴
く
時
に
は
、
何
も
失
わ
れ
て
い
な
い
。
悲
し

み
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、
喚
起
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
メ
ロ
デ
ィ
自

体
で
は
な
い
。
こ
こ
で
著
者
は
、
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と
は
、
悲
し
み
を
抱
い
た

人
の
行
動
と
似
た
特
徴
を
持
つ
メ
ロ
デ
ィ
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。
ま
た
さ

ら
に
重
要
な
指
摘
は
、
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
か
ら
我
々
が
得
て
い
る
も
の
は
、
悲

し
み
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
を
聞
い
て
、
悲
し
く

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
メ
ロ
デ
ィ
の
美
し
さ
な
ど
に
興
奮
を
覚
え
、
喜
び

を
得
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
著
者
は
述
べ
る
。
し
か
し
、
本
書
で
の
悲
し
い

音
楽
に
関
す
る
議
論
は
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　

評
者
は
、
こ
の
議
論
を
通
し
て
、
た
だ
悲
し
い
だ
け
で
あ
っ
た
記
憶
を
、
悲

し
い
が
甘
美
な
も
の
、
美
し
い
も
の
に
し
て
い
く
行
為
こ
そ
が
、
悲
し
い
音
楽

を
積
極
的
に
聴
く
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
自
分
の
考
え
に
過
ぎ
ず
、
普
遍
的
な
答
え
で
は
な
い
。
し
か
し
、
答
え
が
決

め
切
れ
な
い
「
感
情
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
書
は
間
違
い
な
く
そ
の
答
え
探

し
を
進
め
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。�

（�

ま
し
ゅ 

）

�

（
二
四
○
頁　

本
体
二
〇
○
〇
円　

1
月
刊
）

感
情
の
哲
学
入
門
講
義

源
河
亨
著

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
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　気づけば共感している。
赤裸々に私心を打ち明ける
語り手に。それを創り出し
た作家に。そして、それら
を読み解く名人達に。引き
ずり込まれるのか、引きず
り出されるのか。太宰作品
から生じる読書の多層性がここにある。
　本書に収められた短編は七つ。代表作「女
生徒」をはじめ、繊細な心情を吐露する珠玉
の物語が連続する。各編それぞれに、推挙し
た七人の作家が短評を寄せており、自分とは
違う読み方に出会うはず……なのだが、つい
彼女らの目線に引き寄せられてしまう。角田
光代の如く、文豪に心酔する「恥」の語り手
に自分を重ね、桐野夏生のように「思い出」
の作中で太宰の姿を探ろうとしてしまう。読
者は、次々と語られる「私」たちの思考に感
化され、いつしか現実に縛られた自分を忘れ、
のめり込んでしまうはずだ。
　中でも山田詠美が選ぶ「懶惰の歌留多」は
魅惑の一作だろう。あまり知られていない本
作の書き出しは実に太宰らしい。「私の数ある
悪徳の中で、最も顕著の悪徳は、怠惰であ
る。」書けない太宰がいろはに合わせて徒然
に筆を進める本作に、山田は自身の姿を見て
取りこう述べる。「自分の悪徳に怠惰と書いた
治め！　私には、それが唯一無二の小説家の
美徳であると解るよ。」太宰を読む山田の告白。
太宰自身、同作において短編を読む様子を描
いている。「変な文章ではあるが、読み易いの
で、私は、このような心のうつろな時には、
取り出して読んでみるのである。」この通り本
書が描く読書行為は、極めて多層的である。
　破滅的な人間失格者。だからこそ書ける心
理がある。選者たちはそれを見逃さない。小
説に論評と、厚みのある短編集だ。�（�とよ ）
� （256 頁　本体 1350 円）

女性作家が選ぶ太宰治
太宰治著

講談社文芸文庫

　
「
短
編
っ
て
短
い
じ
ゃ
ん
？　

で
も
デ
カ
い
ん
だ
よ
ね
、
こ
れ
が
。
何
が
デ
カ
い
か
っ
て
、

新
し
い
話
に
ど
ん
ど
ん
出
会
え
る
ワ
ク
ワ
ク
感
と
か
、
読
み
終
え
た
時
の
感
動
と
か
、
知
ら

な
い
作
者
に
出
会
え
る
こ
と
と
か
…
…
！
」「
で
も
、
長
編
だ
っ
て
面
白
い
よ
？
」「
た
し
か

に
。
で
も
ね
、
短
編
っ
て
、
全
力
百
メ
ー
ト
ル
走
の
繰
り
返
し
み
た
い
で
、
長
距
離
走
と
は

ま
た
違
っ
た
面
白
さ
が
あ
る
と
思
っ
た
り
し
て
。」

　
「
な
る
ほ
ど
！　

も
っ
と
短
編
の
面
白
さ
、
知
り
た
い
な
！
」「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
っ

て
言
う
じ
ゃ
な
い
？　

短
編
の
特
集
組
ん
だ
か
ら
読
ん
で
み
て
！
」�

（�

出
席
点 

）

特集 短 編



綴　　　　葉No.396

5

　二〇〇七年の芥川賞受賞
作『乳と卵』。各国で翻訳
が決まり、世界的に評価さ
れている『夏物語』の前編
となる短編小説であり、「出
生」を巡る普遍的な問題を
提示している。
　豊胸手術を受けるため、巻子は娘の緑子を
連れて、大阪から「私（夏子）」の住む東京
にやって来た。緑子は巻子に一切口を聞かず、
日記の中で、豊胸に拘る巻子や自分の身体の
成熟、そして生殖そのものに至るまで、様々
なものを嫌悪・非難する。一方、出産によっ
て自分の乳房が変になったと感じている巻子
は、豊胸への拘りを頑なに捨てようとしない。
　ここで考えさせられるのは、子を産み育て
るという営みは、我が子に自分の多くを「搾
取」させる営みでもあるという現実だ。出産
によって萎んだ巻子の乳房は、そういった
「搾取」の象徴でもあり、彼女の豊胸への拘
りは、緑子の視点から見ると、自分が生まれ
てきてしまったことへの罪悪感を喚起するも
のであったと言えるだろう。
　そして、産み落とすこと、産み落とされる
こと、育てること、育てられること……それ
らに関する二人の心情が精緻に描かれている
からこそ、玉子を自らの頭にぶつけながら想
いを吐露し合う終盤の一場面は、真に胸に迫
るものがある。読者がたとえ男性でもあって
も、二人の葛藤は理解できてしまうだろう。
　最後に、大阪へと帰っていくこの二人の姿
を見ながら、我々はなぜ巻子と緑子が親子た
り得るのかということを考えさせられる。評
者は、説明などしようのない深い「愛」こそ
が、その問いに対しての答えであると、そう
強く主張したい。「出生」を巡る親子の葛藤
と「愛」を、美しい文章で是非。�（�ましゅ ）
� （138 頁　本体 500 円）

　ハン・ガンは、アジア人
で始めてマン・ブッカー国
際賞を受賞した韓国文学を
代表する作家の一人。彼女
の描く世界はいつもしんと
静まり返っている。そこに
は冬を感じさせる冷たい空
気がすうっと流れている。そこにあるのは深
い孤独と暗い絶望だ。しかし本書収録の物語
には、わずかな希望もまた見え隠れする。傷
と回復、闇と光、絶望と希望――これらが織
り合わさって、七つの短編を形づくっている。
本書は、冬の凍てつくような寒さと同時に、
春の温かい息吹を感じさせる。
　最初の短編「明るくなる前に」に登場する
のは、自分のせいで弟を死なせてしまったと
苦しみ続けるウニ姉さん。そんなウニ姉さん
に向かって、自身もがんで苦しみ続けた主人
公は、切にこう呼びかけようとする。「そん
なふうに生きないで。私たちに過ちがあると
すれば、初めから欠陥だらけで生まれてきた
ことだけなのに。一寸先も見えないように設
計されて生まれてきたことだけなのに。姉さ
んの罪なんて、いもしない怪物みたいなもの
なのに。そんなものに薄い布をかぶせて、後
生大事に抱いて生きるのはやめて」――。
　本書が描くのは、何かしらの傷を負った人
たち、痛みや苦しみとともに生きる人たち、
世の中心からどこか外れた人たちだ。しかし
彼らは、傷を抱えた状態で立ち止まるわけで
はない。彼らは少しずつ回復の過程に乗り出
していく――「まぶしい陽射しが帰ってくる。
〔……〕生命たちがやってくる。もう少し持
ちこたえることができるなら。後悔、苦痛、
深く突き刺す自責の思い、消えない顔たちに
背を向けて、あともう少しだけ」。冬が終わ
り、春がやってこようとしている。�（�ぱや ）
� （401 頁　本体 2400 円）

乳と卵
川上未映子著

文春文庫

回復する人間
ハン・ガン著　斎藤真理子訳

白水社
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　ノーベル文学賞の受賞経
験ももつ、ラテンアメリカ
の代表的作家・ガルシア＝
マルケスの短編集を紹介し
よう――中編「無垢なエレ
ンディラと無情な祖母の信
じがたい悲惨の物語」を中
心に編まれた『エレンディラ』である。本来
ならこの表題作を紹介するのが書評のセオリ
ーというものかもしれないが、ここではあえ
てひとつめの短編「大きな翼のある、ひどく
年取った男」を取り上げたい。
　その男は中庭の奥で倒れていた。「雨でず
ぶ濡れになった曾祖父を思わせる惨めたらし
い格好」に「大きな禿鷹そっくりの翼」を生
やしたその醜い男は、まもなく隣家の女から
「天使」と断定される。この珍事の発生に、
にわかに町は弥次馬騒ぎとなる。移動サーカ
スがやってきて、家主たちはこの「天使」の
観覧料を徴収しはじめる。カリブ海じゅうの
重病人たちが快癒を願って「天使」のもとに
集い、本物の天使かをめぐっては、ローマ法
王に手紙まで出される始末である……言葉を
交わすこともできない「天使」の周囲に起こ
る人々のから騒ぎは、もはや滑稽ですらある。
しかし、この「天使」の細部をめぐる具体的
で、時にグロテスクな描写が、この奇妙奇天
烈な出来事に独特のリアリティを与えている。
　このような、小さな閉じたコミュニティの
中に闖入した余所者が、その構成員からやが
て特別な〈記号〉を付えられる、というスト
ーリー展開は、同じく本書収録の短編「この
世でいちばん美しい水死人」にも共通する。
この、ガルシア＝マルケスのいわゆる〈マジ
ック・リアリズム〉全開に書かれた不思議な
作品世界は、他では得がたい貴重な読書体験
を我々読者にもたらしてくれる。� （�八雲 ）
� （208 頁　本体 540 円）

　カトリック、セルビア正
教、イスラム教、ユダヤ教
が混在する街サラエボ。こ
の街には四つの聖所と四つ
の祈り、そして四つの時間
の流れがある。それ故午前
二時の鐘が鳴る時、その音
は僅かな時差を隔ててそれぞれ鳴り響く。マ
ックスは感じる、決して重ならぬ鐘の音は眠
りの間も人々に憎悪を植え付けているのだと。
そして言う、「ボスニアは憎悪の地です。」
　イボ・アンドリッチの短編「一九二〇年の
手紙」の一場面だ。サラエボの鐘が聞きたい、
この作品に突き動かされた評者が「憎悪の
地」に足を踏みいれたのは一九の冬だった。
　ユーゴスラビアを代表する作家アンドリッ
チ。彼はボスニアに生まれ、第一次世界大戦、
ナチスによるユーゴ占領、チトー体制と激動
の時代を経験する。そんな彼の作品がいつも
映し出すのは宗教や民族同士が生み出す憎悪、
そして彼らと共に移り替わる祖国の街である。
　先の短編でも登場人物の一人マックスは宗
教だけでなく街を包む鐘の音に、それから第
一次大戦で疲弊したサラエボ自体に憎悪を見
出す。やがて彼は憎悪と同化した街を去る。
　祖国への作家の感情はいつも複雑にもつれ
あう。それはその生涯ゆえだ。だが彼の作品
の根底にあるのは、人間は不条理をどう生き
るかという問いである。マックスも述べてい
る、ボスニアを去るのは憎悪を断ち、人間の
責務を最後まで遂行するためと。その後彼は
スペイン内戦に臨み正義のために命を懸ける。
　本書『イェレナ、いない女　他十三篇』に
は上の短篇以外にも、著者の死後に起こった
ユーゴ内戦や民族間の軋轢をまるで見通して
いたかのような短篇も多い。サラエボの鐘は
今なお有効な警鐘として響き渡る。�（�リンダ ）
� （448 頁　本体 4500 円）

エレンディラ
G.ガルシア＝マルケス著

鼓直・木村榮一訳　ちくま文庫

イェレナ、いない女 他十三篇
イボ・アンドリッチ著

田中一生・山崎洋・山崎佳代子訳　幻戯書房
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　短編を読むとことは、小
さな旅行に似ている。パス
の待ち時間、電車に揺らる
瞬間、授業の合間、ふとし
た時にページを開き、そこ
からあふれる物語に今を忘
れる。この度は 21 世紀の
イタリアへ出かけてみよう。
　「どうせまた、エーコやカルヴィーノでし
ょ」と思ったそこのあなた、ちょっと待って
ほしい。確かに巨匠だが、彼らはもう前世紀
の作家だ。本書で紹介するのは、そのほとん
どが日本初紹介となる若手作家たちのアンソ
ロジーだ。
　タイトルにある「どこか、安心できる場所
で」は 1988 年生まれのフランチェスカ・マ
ンフレーディの作品。母親が妊娠しもうすぐ
姉になるマルタはどこか困惑を抱えていた。
今まで母を独占してきたのに、赤ん坊が生ま
れたら自分はどうなるのだろう。そんな不安
を抱えたまま、年の近いヴェロニカと会い、
秘密の性的な遊び連れてかれてしまう……。
　ソマリア移民二世のイジャーバ・シェーゴ
著「私は誰？」も面白い。著者と同様、作品
の主人公もソマリアにルーツを持つファトゥ。
ジャーナリストから差別を受けながらも、姉
の持ってくるソマリアの価値観にも入れない。
イタリアにもソマリアにもなじめない彼女は
自分自身に尋ねる、私は誰……。
　本を読み終わって顔を上げたら、いつもの
景色だった。しかし頭の中では未だ見ぬイタ
リアの残像が漂っていた。同時代の好きな作
家が出来ると、新作が待ち遠しくなる。なん
となくイタリア語の教科書を手に取り、たど
たどしく発音を練習してみる。次の新作は原
文で読めないかな。本を読んだだけなのに、
本当にイタリアに行きたくなった。�（�きもの ）
� （328 頁　本体 2400 円）

　短編は、恋に似ている。
一瞬のようで、それでいて
永遠のような物語。そんな
誰かの物語に、思いを馳せる。
　本書は『なめらかな世界
と、その敵』の著者・伴名
練氏が「SF ×愛」をテー
マに編んだアンソロジーだ。短編集未収録作
品を中心に、現在手に入りにくい作品が収録
されている。前半は柔らかめ、後半は硬めの
作品が並ぶ。SF 初心者もベテランも共に楽
しめるラインナップだ。
　その中でも指折りの作品を一つ取り上げよ
う。扇智史「アトラクタの奏でる音楽」だ。
舞台は未来の京都。主人公は二人の女性。京
大工学部の待理と、シンガーソングライター
の鳴佳だ。二人は夜の三条大橋の交差点で出
会う。待理はバーチャルとリアルで音楽を融
合させるシミュレーションの協力者を探して
いた。そんな彼女は橋で歌う鳴佳に「研究対
象」として興味を持つ。
　ズボラな学徒とエモいライバー。交わるは
ずのない二人の世界線が、五線譜の上で絡み
出す。二人は友達？　研究対象？　この実験
が終わったら、二人はどうなるの……？［喜］
［驚］などの「タグ」をバーチャル上でつけ
て話すこの世界で、鳴佳は「タグもつけられ
ない気持ち」を抱き始める。そしてその心臓
のリズムに相手もまた共振して……。鳴り、
響き、踊り。揺れ、震え、そして歌う。冬の
寒い夜、三条大橋の上。二人の歌声が重なっ
て、そして……。
　恋は、短編に似ている。永遠のようで、そ
れでいて一瞬のような物語。星の向こうに、
電子世界に、中世ヨーロッパに。それぞれの
場所で、それぞれの物語が響き合う。少し不
思議な、SFの恋の物語をあなたに。�（�出席点 ）
� （390 頁　本体 1000 円）

どこか、安心できる場所で
新しいイタリアの文学
パオロ・コニェッティ他著　関口英子他編　飯田亮介他訳　国書刊行会

日本SFの臨界点
［恋愛編］死んだ恋人からの手紙

伴名練編　ハヤカワ文庫JA
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

さ
よ
な
ら
、男
社
会

尹
雄
大
著

亜
紀
書
房

　

中
学
校
の
教
室
や

廊
下
、
そ
こ
で
は
休

み
時
間
に
な
る
と
数

人
の
男
子
が
ス
カ
ー

ト
め
く
り
を
す
る
。

ス
カ
ー
ト
を
め
く
ら
れ
た
女
子
は
「
や
め
て
よ
」
と

言
っ
て
い
る
の
に
、
男
子
は
女
子
が
本
気
で
嫌
が
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
勝
手
に
解
釈
し
、
ス
カ
ー

ト
を
め
く
っ
て
は
仲
間
内
で
盛
り
上
が
り
続
け
る
。

ス
カ
ー
ト
め
く
り
は
単
な
る
お
ふ
ざ
け
。
目
く
じ
ら

を
立
て
て
怒
る
ほ
ど
の
こ
と
で
も
な
い
。
男
子
は
そ

う
考
え
る
。
女
子
の
声
は
男
子
に
届
か
な
い
―
―
。

　

ど
こ
か
見
覚
え
の
あ
る
こ
ん
な
光
景
か
ら
、
本
書

は
始
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
カ
ー
ト
め
く
り
と
い
う

学
生
時
代
の
一
場
面
に
も
、
男
社
会
を
め
ぐ
る
問
題

が
す
で
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
男
子
が
女

子
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
し
な
い
こ
と
。
ス
カ

ー
ト
め
く
り
は
れ
っ
き
と
し
た
加
害
行
為
で
あ
る
の

に
単
な
る
お
ふ
ざ
け
と
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
。
被
害

者
で
あ
る
女
子
は
誰
か
ら
も
ま
と
も
に
取
り
合
っ
て

詩
人
の
生

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
著

新
本
史
斉
訳　

鳥
影
社

　

報
わ
れ
る
詩
人
の

生
涯
な
ど
極
く
僅
か

だ
。
世
事
に
打
ち
の

め
さ
れ
、
孤
独
に
直

面
し
よ
う
と
も
、
書

く
他
に
道
は
な
い
。
そ
の
果
て
に
何
が
残
る
の
か
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
前
後
に
活
動
し
た
ス
イ
ス
生

れ
の
作
家
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
。
本
書
は
終
戦
間
際
に
出
版

さ
れ
た
彼
の
散
文
小
品
集
で
あ
る
。
二
五
の
短
い
文

章
の
中
で
、
普
遍
的
か
つ
自
伝
的
な
詩
人
の
生
き
様

を
彼
は
書
き
綴
っ
て
い
る
。
好
ん
で
行
っ
た
散
歩
に

つ
い
て
。
周
囲
か
ら
の
冷
た
い
視
線
。
完
成
の
見
え

な
い
新
作
長
編
小
説
等
々
。
各
編
に
組
み
込
ま
れ
た

地
名
や
モ
テ
ィ
ー
フ
描
写
に
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学

を
彷
彿
と
さ
せ
る
所
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
詩
人
の

あ
ま
り
に
微
視
的
な
執
筆
態
度
は
、
し
ば
し
ば
近
代

的
世
界
観
を
突
き
抜
け
、
別
の
小
宇
宙
に
到
達
し
て

し
ま
う
。
収
録
さ
れ
て
い
る
随
筆
「
ボ
タ
ン
へ
の
演

説
」
は
、
そ
の
一
例
と
言
え
よ
う
。
く
し
ゃ
み
の
勢

い
で
裂
け
た
ボ
タ
ン
穴
を
修
繕
す
る
あ
る
日
の
「
わ

た
し
」
は
、
ふ
と
シ
ャ
ツ
の
ボ
タ
ン
に
称
賛
の
言
葉

を
贈
る
。「
お
ま
え
が
謹
言
実
直
、
粉
骨
砕
身
こ
そ

を
礎
と
す
る
力
、
誰
も
が
事
な
す
や
欲
す
る
感
謝
賞

賛
な
ど
必
要
と
せ
ぬ
力
を
示
し
て
く
れ
る
の
は
、
な

ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
ろ
う
！
」
仰
々
し
い
演
説

の
熱
気
が
、
漢
文
調
の
翻
訳
を
通
し
て
強
く
伝
わ
っ

て
く
る
。
そ
の
賛
辞
を
た
だ
の
小
さ
な
ボ
タ
ン
一
つ

に
尽
く
す
と
い
う
所
に
、
ヴ
ァ
ル
ザ
ー
作
品
の
可
笑

し
み
と
恐
ろ
し
さ
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

　

資
産
も
職
も
な
い
中
で
育
ち
創
作
を
続
け
た
ヴ
ァ

ル
ザ
ー
。
一
時
的
名
声
は
大
戦
に
か
き
消
さ
れ
、
散

発
的
執
筆
で
糊
口
を
凌
い
だ
。
戦
意
高
ま
る
欧
州
の

隅
で
書
き
継
が
れ
た
彼
の
作
品
は
、
死
後
の
評
価
と

愛
読
者
に
恵
ま
れ
今
に
遺
さ
れ
て
い
る
。�

（�

と
よ 

）

�

（
二
一
〇
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円　

1
月
刊
）

も
ら
え
な
い
こ
と
。
女
子
が
直
面
す
る
こ
れ
ら
不
条

理
な
出
来
事
は
、
紛
れ
も
な
く
男
社
会
の
産
物
だ
。

　

著
者
は
、
自
分
が
実
際
に
見
聞
き
し
た
こ
う
し
た

身
近
な
出
来
事
か
ら
議
論
を
展
開
し
て
い
く
。
好
き

な
子
へ
の
嫌
が
ら
せ
、
更
衣
室
で
の
下
劣
な
会
話
、

テ
レ
ビ
で
芸
人
が
繰
り
広
げ
る
下
ネ
タ
ト
ー
ク
。
あ

る
い
は
「
要
す
る
に
何
が
言
い
た
い
の
」「
も
っ
と

論
理
的
に
話
し
て
く
れ
な
い
か
な
」
と
い
っ
た
言
葉

た
ち
。
こ
れ
ら
が
そ
の
議
論
の
対
象
だ
。
著
者
は
こ

こ
に
ひ
そ
む
男
社
会
の
構
造
や
文
法
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。
本
書
を
読
み
、
男
社
会
の
問
題
に
気
づ
い

た
ら
、
自
然
と
そ
れ
に
別
れ
を
告
げ
た
く
な
る
だ
ろ

う
。「
さ
よ
な
ら
、
男
社
会
」
と
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
二
〇
八
頁　

本
体
一
四
〇
〇
円　

12
月
刊
）
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透
明
性

マ
ル
ク
・
デ
ュ
ガ
ン
著

中
島
さ
お
り
訳

早
川
書
房

　
「
私
が
殺
し
た
の

は
『
私
』
で
す
」。

そ
う
証
言
す
る
主
人

公
が
企
て
た
の
は
不

死
だ
っ
た
。

　

舞
台
は
近
未
来
。
自
分
の
個
人
情
報
を
収
入
に
代

え
て
生
活
す
る
時
代
、
多
く
の
人
は
位
置
情
報
や
体

内
情
報
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
デ
ー
タ
と
し
て
供
出

す
る
こ
と
で
Ｂ
Ⅰ
を
与
え
ら
れ
、
比
較
的
満
ち
足
り

て
生
活
し
て
い
た
。
不
断
に
送
ら
れ
る
デ
ー
タ
か
ら

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
生
活
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
れ
る
の
と
引
き
換
え
に
、
欲
望
は
Ｖ
Ｒ
空
間
で

満
た
さ
れ
、
家
か
ら
出
な
く
て
も
娯
楽
に
浸
れ
る
よ

う
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
富
裕

層
は
個
人
デ
ー
タ
を
秘
匿
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
逃

れ
て
自
由
を
享
受
す
る
。
た
だ
、
そ
ん
な
人
間
の
生

活
を
支
え
る
地
球
環
境
は
確
実
に
悪
化
し
て
い
た
。

今
の
ま
ま
で
は
人
間
は
終
わ
る
。
そ
う
思
う
主
人
公

は
次
に
こ
う
思
う
。
い
や
、
人
間
を
終
え
て
次
に
行

く
こ
と
が
肝
要
な
の
だ
、
と
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
デ
ー

タ
企
業
に
勤
め
て
い
た
主
人
公
は
、
デ
ー
タ
と
命
に

囚
わ
れ
た
価
値
基
準
を
転
倒
さ
せ
る
た
め
、
起
業
し

「
透

ト
ラ
ン
ス
パ
ラ
ン
ス

明
性
」
を
立
ち
上
げ
た
。
不
死
を
与
え
る
。
た

だ
し
、
自
分
の
デ
ー
タ
を
全
て
人
間
全
体
の
幸
福
の

た
め
に
捧
げ
る
こ
と
の
出
来
る
者
に
。
判
断
す
る
の

は
Ａ
Ｉ
だ
。
飲
食
も
排
泄
も
繁
殖
も
不
必
要
な
新
し

い
身
体
へ
。
だ
か
ら
「
私
は
『
私
』
を
突
き
落
と
し

ま
し
た
」。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
少
な
い
「
透
明
」
な
、
人
類
の

幸
福
に
寄
与
で
き
る
者
が
生
存
を
許
さ
れ
た
世
界
。

だ
が
、
そ
こ
か
ら
弾
か
れ
た
者
の
中
に
主
人
公
の
パ

ー
ト
ナ
ー
が
い
た
。
そ
し
て
…
…
。

　

現
代
の
社
会
状
況
を
織
り
込
ん
だ
こ
の
本
は
予
言

の
書
と
な
る
の
か
、
一
読
を
勧
め
た
い
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
二
三
一
頁　

本
体
二
五
〇
〇
円　

10
月
刊
）

　

芸
術
作
品
は
、
鑑

賞
者
に
強
烈
な
印
象

を
与
え
て
惹
き
つ
け

た
り
、
何
か
を
考
え

こ
ま
せ
た
り
す
る
力

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
力
が
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
て
い
る
の
か
を
明
確
な
言
葉
で
説
明
す
る
の

は
、
特
に
そ
れ
が
抽
象
的
な
作
品
で
あ
る
ほ
ど
、
困

難
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
一
見
説
明
不
能
な
パ
ワ
ー

に
焦
点
を
当
て
、
分
析
を
試
み
て
い
る
。

　

作
品
は
「
絡
み
合
う
力
の
束
」
で
あ
り
、「
芸
術

を
経
験
す
る
こ
と
は
、
振
動
す
る
差
異
と
諸
力
の
た

だ
な
か
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
だ
」
と
著
者
は
言
う
。

画
布
に
描
か
れ
た
一
本
の
線
は
そ
こ
に
力
を
生
じ
さ

せ
る
。
新
た
な
筆
触
が
加
わ
る
と
、
二
つ
の
筆
触
の

間
に
は
力
の
差
異
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
更
新

さ
れ
増
殖
し
て
い
く
力
の
拮
抗
の
総
体
こ
そ
が
、
絵

画
や
彫
刻
の
正
体
な
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
芸
術
家
た
ち
の
意
思
と
そ
れ
を
支
え
る

思
想
が
作
品
に
力
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
考
え
、
分

析
を
行
っ
た
。
単
に
流
派
や
技
法
を
持
っ
て
分
解
す

る
の
で
は
、
芸
術
そ
の
も
の
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
で
は
、
作
家
を
突
き
動

か
し
た
意
思
を
探
る
こ
と
で
、
分
析
に
よ
っ
て
芸
術

を
単
純
化
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
複
雑
で

繊
細
な
組
成
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

著
者
は
「
作
品
は
、
作
者
の
思
考
や
思
想
の
反
映

物
で
は
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
絵
画
の
力
は
、

初
め
は
作
家
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
生
じ
る

が
、
や
が
て
作
家
の
手
を
離
れ
る
。
鑑
賞
者
と
の
対

話
な
ど
に
よ
っ
て
無
限
に
増
幅
し
、
現
実
に
作
用
す

る
の
だ
ろ
う
。
芸
術
の
持
つ
力
と
そ
の
広
が
り
に
気

づ
く
こ
と
の
で
き
る
、
魅
力
的
な
一
冊
で
あ
る
。

�

（�

茫
漠 

）

�

（
四
〇
八
頁　

本
体
二
七
〇
〇
円　

10
月
刊
）

絵
画
の
力
学

沢
山
遼
著

書
肆
侃
侃
房
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苦
学
と
立
身
と
図
書
館

パ
ブ
リ
ッ
ク
・ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と

近
代
日
本

伊
東
達
也
著　

青
弓
社

　

近
く
の
図
書
館
を

思
い
浮
か
べ
て
み
て

ほ
し
い
。
ど
ん
な
光

景
が
み
え
る
だ
ろ
う

か
。
蓋
の
な
い
飲
み

物
は
持
ち
込
み
で
き
ず
、
私
語
を
慎
み
、
静
か
な
空

間
に
新
聞
を
読
む
ご
老
人
や
閲
覧
室
な
ど
で
勉
学
に

励
む
青
年
た
ち
が
み
え
て
く
る
。
そ
う
し
た
日
本
の

公
共
図
書
館
に
慣
れ
親
し
ん
だ
我
々
は
、
む
し
ろ
世

界
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
驚
き
を
隠
せ

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
も
留
学
中
に
驚
く
べ

き
光
景
を
み
た
。
人
々
が
コ
ー
ヒ
ー
を
持
ち
な
が
ら

本
を
選
び
、
仲
良
く
談
笑
し
な
が
ら
本
を
読
ん
で
い

た
の
だ
。
図
書
館
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ペ
ー
ス

の
使
い
方
が
国
内
外
で
大
き
く
違
う
こ
と
に
興
味
を

も
ち
こ
の
選
書
に
至
っ
た
。

　

著
者
の
伊
東
達
也
は
図
書
館
学
を
専
門
と
し
て
い

る
。
本
書
で
は
、
明
治
初
期
の
無
料
公
開
図
書
館
の

歴
史
か
ら
、
現
代
の
勉
強
空
間
と
し
て
の
日
本
の
公

共
図
書
館
の
成
立
を
明
ら
か
に
す
る
。
激
動
だ
っ
た

明
治
時
代
、
欧
米
文
化
を
取
り
入
れ
、
他
の
政
治
改

革
と
共
に
日
本
の
図
書
館
は
発
展
し
て
き
た
。
図
書

中
国
戦
線
、あ
る
日
本
人
兵
士
の
日
記

１
９
３
７
年
８
月
～
１
９
３
９
年
８
月　

侵
略
と
加
害
の
日
常

小
林
太
郎
著　

笠
原
十
九
司
・
吉
田
裕
編
・
解
説

新
日
本
出
版
社

　

評
者
の
曾
祖
父
は

日
中
戦
争
が
始
ま
る

と
北
支
に
派
遣
さ
れ
、

数
年
を
大
陸
で
過
ご

し
た
。
戦
後
帰
国
し

た
彼
は
そ
の
体
験
を
家
族
に
は
語
ら
ず
、
た
だ
こ
う

呟
く
ば
か
り
だ
っ
た
と
い
う
、「
豚
を
殺
し
て
ご
め

ん
な
さ
い
」
幼
い
頃
よ
く
聞
か
さ
れ
た
話
だ
。

　

曾
祖
父
の
よ
う
に
戦
場
体
験
を
語
ら
ぬ
人
々
は
多

か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
大
陸
で
の
戦
争
犯
罪

は
他
人
事
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
社
会
学
者
の
作
田
啓
一
は
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
書
は
一
人
の
日
本
兵
が
中
国
戦
線
に
て
記
し
た

日
記
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
場
当
た
り
的
な
軍

事
作
戦
に
翻
弄
さ
れ
る
著
者
た
ち
下
級
兵
士
の
過
酷

な
日
常
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
驚
か
さ

れ
る
の
は
彼
ら
に
加
害
者
意
識
が
欠
如
し
て
い
る
こ

と
だ
。
あ
る
一
日
の
記
述
を
引
用
し
よ
う
。「
本
日

は
晴
天
。（
…
…
）
晴
天
を
眺
め
の
ん
び
り
と
歩
く
。

風
は
寒
い
。
本
道
附
近
の
部
落
は
真
赤
に
燃
え
て
ゐ

る
。」
著
者
の
目
に
は
部
落
の
火
事
も
最
早
自
然
風

景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
火
を
放
っ
た
の
が

自
分
た
ち
で
あ
る
こ
と
な
ど
思
い
及
び
も
し
な
い
。

あ
る
い
は
「
徴
発
」
と
称
し
て
牛
、
豚
、
南
瓜
を
手

に
入
れ
飢
え
を
凌
ぐ
様
子
が
度
々
登
場
す
る
。
し
か

し
こ
れ
は
正
真
正
銘
の
略
奪
行
為
だ
。
日
記
は
こ
う

続
い
て
い
る
、「
御
馳
走
仲
々
う
ま
か
つ
た
」
と
。

　

日
記
に
何
を
記
す
か
、
そ
れ
は
書
く
者
の
自
由
で

あ
る
。
然
れ
ば
意
に
添
わ
ぬ
事
実
は
し
ば
し
ば
記
さ

れ
な
い
。
本
書
は
中
国
戦
線
の
様
子
だ
け
で
な
く
、

兵
士
た
ち
が
「
語
ら
な
い
」
出
来
事
、
或
い
は
「
語

ら
な
い
」
と
い
う
行
為
自
体
を
も
考
え
さ
せ
る
貴
重

な
資
料
だ
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
歴
史
を
「
自
分

事
」
と
し
て
考
え
直
し
て
み
て
ほ
し
い
。（�

リ
ン
ダ 

）

�

（
二
九
六
頁　

本
体
三
六
〇
〇
円　

2
月
刊
）

館
に
当
時
集
っ
て
い
た
人
々
や
政
策
を
主
導
し
た
歴

史
人
物
、
更
に
建
築
様
式
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
身

の
関
心
に
応
じ
て
好
き
な
章
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き

る
。「
な
ぜ
図
書
館
で
は
静
か
に
し
な
い
と
い
け
な

い
の
か
」「
い
つ
か
ら
図
書
館
に
は
勉
強
ス
ペ
ー
ス

が
作
ら
れ
た
の
か
」
な
ど
本
書
を
読
む
前
に
感
じ
て

い
た
自
身
の
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
に
本
書
を
開
く

の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

図
書
館
学
を
学
び
な
が
ら
近
代
日
本
の
思
想
や
空

気
感
に
思
い
を
馳
せ
る
。
今
日
も
図
書
館
に
出
向
い

て
み
よ
う
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
二
六
四
頁　

本
体
二
六
〇
〇
円　

10
月
刊
）
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ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

我
が
家
に
い
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

バ
ル
バ
ラ
・
カ
ッ
サ
ン
著

馬
場
智
一
訳　

花
伝
社

　

故
郷
を
思
う
病
、

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
。
か

つ
て
ス
イ
ス
の
傭
兵

た
ち
が
、
あ
る
こ
と

が
き
っ
か
け
で
望
郷

の
念
を
募
ら
せ
て
雇
わ
れ
先
の
戦
場
か
ら
逃
げ
出
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
逸
話
に
由
来
す
る
こ
の
言
葉
。

な
ぜ
人
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
る
の
か
？　

故
郷

で
は
な
い
コ
ル
シ
カ
の
地
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
る
と

い
う
著
者
は
、
文
学
作
品
や
哲
学
者
の
言
葉
を
手
が

か
り
に
そ
の
感
覚
に
つ
い
て
思
索
を
巡
ら
す
。

　

本
書
に
は
三
つ
の
手
が
か
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
放

浪
の
末
に
再
び
故
郷
の
地
を
踏
む
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
。

様
変
わ
り
し
た
故
郷
の
地
で
、
様
変
わ
り
し
た
彼
が

再
び
認
め
ら
れ
た
の
は
断
絶
の
時
を
超
え
た
記
憶
を

呼
び
覚
ま
す
徴
だ
っ
た
。
祖
国
ト
ロ
イ
ア
を
喪
い
、

流
浪
の
果
て
に
新
た
な
土
地
ラ
テ
ィ
ウ
ム
で
新
た
な

人
々
と
の
生
を
選
ん
だ
ア
エ
ネ
ア
ス
。
彼
が
受
け
入

れ
ら
れ
た
の
は
母
国
語
を
捨
て
そ
の
土
地
の
人
々
の

話
す
言
葉
を
話
そ
う
と
し
た
か
ら
だ
。
故
郷
ド
イ
ツ

か
ら
亡
命
し
、
一
変
し
た
祖
国
へ
の
繋
が
り
を
そ
れ

で
も
母
国
語
と
い
う
形
で
保
っ
て
い
た
ア
ー
レ
ン
ト
。

彼
女
に
と
っ
て
祖
国
へ
の
思
慕
を
つ
な
ぐ
も
の
は

「
言
語
が
残
り
ま
し
た
」。
何
か
に
帰
属
す
る
た
め
で

は
な
く
、
自
分
で
あ
る
た
め
の
母
国
語
の
存
在
。
参

照
項
と
し
て
デ
リ
ダ
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
引
用
を
交
え

な
が
ら
、
著
者
は
居
場
所
を
失
っ
た
人
々
の
想
い
を

連
ね
て
言
葉
に
す
る
。

　

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
る
根
底
に
は
ど
こ
か
に

「
根
付
い
て
い
る
」
感
覚
と
、
自
分
が
そ
こ
か
ら

「
切
り
離
さ
れ
た
」
と
い
う
感
覚
の
両
方
が
あ
る
の

だ
と
い
う
、
例
え
ば
離
別
、
旅
立
ち
、
喪
失
…
…
。

で
は
そ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
癒
え
る
の
は
い
つ
か
？　

本
書
の
中
で
確
か
め
て
ほ
し
い
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
二
〇
〇
頁　

本
体
一
八
〇
〇
円　

12
月
刊
）

　

―
―
あ
な
た
が
も

し
一
つ
し
か
部
屋
を

も
っ
て
い
な
い
な
ら

ば
、
そ
の
部
屋
は
必

ず
寝
室
で
あ
る
―
―

　

本
書
は
ル
イ
一
四
世
に
お
け
る
王
の
寝
室
の
記
述

か
ら
始
ま
る
。
権
力
の
中
心
と
さ
れ
た
こ
の
寝
室
は

公
共
的
な
場
で
あ
り
儀
礼
の
空
間
で
も
あ
っ
た
。
常

に
王
で
あ
り
続
け
な
い
と
い
け
な
い
ル
イ
一
四
世
は

病
状
の
身
に
お
い
て
も
寝
室
で
活
動
し
た
が
、
後
年

隠
れ
家
を
求
め
孤
独
を
欲
し
て
い
た
…
…
。

　

そ
う
し
た
例
外
を
除
け
ば
、
寝
室
と
は
常
に
隠
さ

れ
た
空
間
で
あ
る
。
そ
こ
は
時
に
祈
り
の
場
で
あ
り
、

瞑
想
の
空
間
で
あ
り
、
執
筆
の
場
所
で
あ
っ
た
。
人

間
は
静
寂
を
求
め
て
寝
室
に
行
き
、
獣
の
よ
う
な
性

の
営
み
を
寝
台
で
行
う
。
孤
独
と
融
合
。
本
書
で
は

多
様
な
文
学
や
思
想
を
通
し
て
「
寝
室
」
の
様
相
を

分
析
し
て
い
く
。
寝
室
が
多
く
の
物
語
の
中
で
語
ら

れ
て
き
た
と
い
う
そ
の
事
実
に
こ
そ
、
人
間
の
想
像

力
が
生
ま
れ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
、
人

間
は
眠
り
、
本
性
を
現
す
。「
婦
人
部
屋
」「
ホ
テ
ル

の
部
屋
」「
死
の
床
と
病
室
」
と
章
分
け
さ
れ
た
本

書
で
は
、
眠
り
の
空
間
に
人
間
の
文
化
や
多
様
性
が

現
れ
る
こ
と
を
描
い
て
い
る
。

　
《
夢
・
死
・
性
・
眠
り
・
裸
》。
寝
室
は
決
し
て
他

者
に
見
せ
た
く
な
い
が
、
ど
こ
か
で
他
者
に
知
ら
れ

た
い
人
間
の
秘
め
た
空
間
で
あ
る
。
暗
闇
の
場
所
を
、

丹
念
に
紐
解
い
て
い
く
中
で
、
閉
じ
ら
れ
た
人
間
の

本
性
に
光
が
当
た
る
。

　

読
み
終
わ
っ
て
改
め
て
装
画
を
眺
め
て
み
た
。
フ

ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
作
『
ア
ル
ル
の
寝
室
』。
稀
代
の
画

家
が
晩
年
に
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
隠
さ
れ
て
き
た

寝
室
の
神
秘
を
語
っ
て
い
る
様
だ
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
五
五
二
頁　

本
体
四
二
〇
〇
円　

1
月
刊
）

寝
室
の
歴
史

夢
／
欲
望
と
囚
わ
れ
／
死
の
空
間

ミ
シ
ェ
ル
・
ペ
ロ
ー
著

持
田
明
子
訳　

藤
原
書
店
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精
神
分
析
の
四
基
本
概
念（
下
）

ジ
ャ
ッ
ク・ラ
カ
ン
著　

ジ
ャ
ッ
ク
＝
ア
ラ
ン・ミ
レ
ー
ル
編

小
出
浩
之
・
新
宮
一
成
・
鈴
木
國
文
・
小
川
豊
昭
訳

岩
波
文
庫

　

フ
ロ
イ
ト
を
起
源

と
す
る
精
神
分
析
学

ほ
ど
学
問
自
体
の
評

価
が
分
か
れ
る
学
問

も
な
い
の
で
は
な
い

か
。「
客
観
性
に
乏
し
く
、
科
学
で
は
な
い
」
な
ど

と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
フ
ロ
イ
ト
と
並
ぶ
精

神
分
析
学
の
大
家
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
の
著
し
た

本
書
の
冒
頭
は
、「
精
神
分
析
は
科
学
か
」
と
い
う

問
い
か
ら
始
ま
る
。

　

本
書
は
一
九
六
四
年
の
全
一
一
回
の
講
義
録
で
あ

る
。
当
時
ラ
カ
ン
は
国
際
精
神
分
析
協
会
か
ら
実
践

と
教
育
に
関
し
て
批
判
さ
れ
て
お
り
、
精
神
分
析
家

の
資
格
を
付
与
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
ラ

カ
ン
は
独
自
の
協
会
を
作
り
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー

ス
ら
の
支
援
を
う
け
大
学
で
教
え
始
め
る
。
初
回
の

講
義
録
の
名
前
は
「
破
門
」
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
通

り
冒
頭
は
協
会
へ
の
批
判
が
続
く
が
、
ラ
カ
ン
は
そ

の
批
判
を
通
し
て
精
神
分
析
と
は
そ
も
そ
も
何
で
あ

る
の
か
を
熱
く
語
り
始
め
る
。
精
神
分
析
は
科
学
か
、

宗
教
か
、
研
究
か
、
実
践
か
―
―
。
専
門
化
さ
れ
た

現
代
の
多
く
の
学
問
が
問
わ
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ

可
逆
性

鷲
田
清
一
著

講
談
社
学
術
文
庫

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
臨
床
に
至
る
ま
で
、

鷲
田
清
一
の
名
を
至

る
と
こ
で
目
に
す
る
。

し
か
し
鷲
田
の
専
門

は
現
象
学
で
あ
り
、「
わ
た
し
は
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ

ィ
の
文
章
を
読
む
こ
と
で
哲
学
の
世
界
に
入
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
全
三
一
巻
に
及
ぶ
「
現
代

思
想
の
冒
険
者
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、
メ
ル
ロ
＝
ポ

ン
テ
ィ
を
扱
っ
た
巻
の
文
庫
版
で
あ
る
。

　
「『
行
動
の
構
造
』
か
ら
『
知
覚
の
現
象
学
』
を
経

て
、『
見
え
る
も
の
と
見
え
な
い
も
の
』、『
世
界
の

散
文
』
ま
で
」
と
帯
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本

書
は
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
生
涯
の
著
作
に
鷲
田
が

随
走
す
る
よ
う
に
進
む
。
難
解
と
さ
れ
る
現
象
学
に

関
す
る
本
で
あ
る
が
、
主
要
著
作
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

一
覧
、
キ
ー
ワ
ー
ド
解
説
、
読
書
案
内
、
細
か
く
付

け
ら
れ
た
章
の
タ
イ
ト
ル
と
小
見
出
し
な
ど
が
添
付

さ
れ
て
お
り
、
興
味
を
持
て
る
箇
所
か
ら
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
中
で
も
本
の
内
容
へ
入
っ
て
行
き
や
す

い
の
は
、
鷲
田
が
「
脱
線
」
と
前
置
き
し
て
い
る
部

分
で
あ
る
。
例
え
ば
第
二
章
「
運
動
」
の
第
四
項

「
習
慣
と
感
覚
」
に
お
い
て
、
鷲
田
は
メ
ル
ロ
＝
ポ

ン
テ
ィ
の
感
覚
論
・
身
体
論
の
説
明
に
芸
術
、
と
り

わ
け
写
真
か
ら
の
例
示
を
多
用
し
て
説
明
す
る
。
論

旨
の
運
び
は
現
象
学
ら
し
く
往
還
的
で
あ
る
が
、
鷲

田
の
引
き
出
し
の
多
さ
、
言
葉
選
び
の
巧
み
さ
の
せ

い
か
、
退
屈
せ
ず
に
読
み
進
め
ら
れ
る
。

　

昨
今
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
関
連
書
籍
の
発
刊
が
相

次
い
で
い
る
。
現
代
人
は
ス
マ
ホ
を
使
い
、
視
覚
と

聴
覚
を
使
っ
た
繋
が
り
を
簡
単
に
広
げ
ら
れ
る
。
し

か
し
そ
こ
に
は
言
葉
に
な
り
に
く
い
寂
し
さ
が
残
る
。

身
体
の
経
験
と
向
き
合
い
続
け
た
彼
の
言
葉
が
い
ま

再
び
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。（�

石
透 

）

�

（
三
五
二
頁　

本
体
一
二
六
〇
円　

10
月
刊
）

な
根
本
的
な
問
い
を
、
ラ
カ
ン
は
自
ら
と
学
生
に
問

い
か
け
る
。
そ
れ
ら
の
問
い
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、

「
フ
ロ
イ
ト
へ
還
れ
」
と
い
う
代
名
詞
の
通
り
フ
ロ

イ
ト
の
再
検
討
が
何
度
も
行
わ
れ
、「
無
意
識
、
反

復
、
転
移
、
欲
動
」
の
四
つ
の
基
本
概
念
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
く
。

　

講
義
の
語
り
口
調
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

改
訳
が
施
さ
れ
た
こ
と
で
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
は

い
え
、
や
は
り
難
解
で
、
解
釈
に
困
る
文
章
が
多
い
。

「
本
書
の
解
釈
を
で
き
る
だ
け
読
者
に
委
ね
た
い
」

と
い
う
編
者
の
意
図
も
含
め
、
本
書
で
初
め
て
の
ラ

カ
ン
原
典
体
験
を
し
て
み
て
は
い
か
が
か
。（�

石
透 

）

�

（
三
八
四
頁　

本
体
一
〇
一
〇
円　

10
月
刊
）
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半
グ
レ 

反
社
会
勢
力
の
実
像

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
著

新
潮
新
書

土
葬
の
村

高
橋
繁
行
著

講
談
社
現
代
新
書

リ
ベ
ラ
ル
と
は
何
か

17
世
紀
の
自
由
主
義
か
ら
現
代
日
本
ま
で

田
中
拓
道
著　

中
公
新
書

　
「
こ
の
本
は
お
そ
ら
く
、
現
存
す
る
最
後
と
言
っ

て
い
い
土
葬
の
村
の
記
録
で
あ
る
。」
こ
の
ど
き
っ

と
す
る
一
文
か
ら
、
著
者
の
語
り
が
始
ま
る
。

　

古
代
、
中
世
か
ら
千
年
以
上
続
い
て
き
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
土
葬
だ
が
、
近
年
そ
の
数
は
急
激
に
減

少
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
の
時
点
で
の
日
本
の
火

葬
率
は
九
九
・
八
％
。
土
葬
は
火
葬
に
比
べ
て
手
間

が
か
か
る
。
ま
た
土
葬
は
、
村
に
受
け
継
が
れ
る
風

習
と
し
て
の
側
面
が
強
く
、
継
承
が
途
絶
え
て
廃
れ

て
い
く
事
例
も
多
い
。

　

土
葬
は
膨
大
な
量
の
儀
式
を
必
要
と
す
る
。
棺
に

入
れ
る
前
に
死
体
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
っ
た
り
、

四
九
日
ま
で
欠
か
さ
ず
ご
詠
歌
を
歌
っ
た
り
、
死
者

を
埋
葬
地
ま
で
送
る
際
に
、
長
蛇
の
葬
列
を
組
ん
だ

り
と
、
多
く
の
人
の
手
と
時
間
を
か
け
て
死
者
を
送

り
出
す
。「
ム
ダ
を
い
っ
ぱ
い
し
て
故
人
を
送
る
こ

と
が
供
養
に
な
る
」
と
村
人
は
語
る
。

　

本
書
は
土
葬
の
一
連
の
流
れ
を
淡
々
と
記
録
し
て

い
る
。
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
風
習
と
、
儀
式
ひ

と
つ
ひ
と
つ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
思
い
を
馳
せ
、

死
と
の
向
き
合
い
方
や
弔
う
こ
と
の
意
味
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。�
（�
茫
漠 

）
�

（
三
二
〇
頁　

本
体
一
〇
〇
〇
円　

2
月
刊
）

　

一
昨
年
、
京
都
の
有
名
大
学
に
通
う
学
生
ら
が
女

性
達
を
風
俗
店
に
斡
旋
し
た
と
し
て
職
業
安
定
法
違

反
で
逮
捕
さ
れ
た
。
事
件
は
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
現
在
で
も
逮
捕
さ
れ
た
学
生
の
顔
写
真
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
出
回
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
は

「
半
グ
レ
」
と
呼
ば
れ
る
反
社
会
勢
力
が
絡
ん
で
お

り
、
周
到
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
意
し
て
学
生
を
教
育

し
、
女
性
達
を
毒
牙
に
か
け
て
い
た
。
こ
の
他
に
も

半
グ
レ
勢
力
が
絡
ん
だ
事
件
は
数
多
く
あ
り
、
本
書

は
こ
う
し
た
半
グ
レ
勢
力
の
成
り
立
ち
や
警
察
の
対

半
グ
レ
作
戦
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
が
迫
っ

た
一
冊
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
半
グ
レ
」
と
は
作
家
の
溝
口
敦
が
名

付
け
た
「
堅
気
の
人
間
で
も
な
く
、
ヤ
ク
ザ
で
も
な

い
人
間
」
の
こ
と
で
、
そ
れ
故
に
暴
力
団
対
策
法
の

対
象
に
な
ら
ず
警
察
も
そ
の
対
処
に
頭
を
悩
ま
せ
る
。

　

前
述
の
半
グ
レ
勢
力
に
よ
る
犯
行
は
大
学
生
に
よ

っ
て
祇
園
で
行
わ
れ
た
。
自
分
の
生
活
圏
に
ほ
ど
近

い
場
所
で
同
年
代
の
学
生
が
犯
罪
を
行
っ
て
い
た
こ

と
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。
大
学
生
に
な
り
様
々
な

面
で
制
約
が
な
く
な
っ
た
今
、
怪
し
い
儲
け
話
へ
の

注
意
を
喚
起
す
る
一
冊
だ
。�

（�

投
稿
・
ま
っ
く
じ 

）

�

（
一
八
八
頁　

本
体
七
二
〇
円　

12
月
刊
）

　

リ
ベ
ラ
ル
に
つ
い
て
、
我
々
は
ど
う
解
釈
し
そ
の

語
彙
を
使
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
、
リ
ベ
ラ

ル
が
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
国
家
政
策

や
歴
史
の
比
較
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

古
典
的
自
由
主
義
か
ら
リ
ベ
ラ
ル
へ
の
変
遷
な
ど

ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
。

現
代
で
起
こ
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
家

間
の
競
争
に
よ
る
格
差
や
排
外
主
義
は
リ
ベ
ラ
ル
に

反
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
リ
ベ
ラ

ル
を
つ
き
進
め
た
故
の
対
立
で
あ
る
。
こ
う
し
た
世

界
で
起
こ
る
問
題
を
論
じ
、
更
に
日
本
で
い
か
に
リ

ベ
ラ
ル
が
扱
わ
れ
て
き
た
か
、
具
体
的
な
政
策
と
共

に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
書
の
意
義
と
は
何
で
あ
る
か
を
記
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
書
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
一
つ
の
「
政
治
思
想
の
射

程
」
を
学
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
日
本
に
お
け
る

リ
ベ
ラ
ル
の
使
わ
れ
方
の
混
沌
を
解
く
こ
と
も
目
的

と
さ
れ
て
い
る
。
現
代
社
会
の
混
乱
を
、
解
釈
が
多

様
な
定
義
の
ま
ま
の
語
彙
で
語
る
の
は
危
険
で
あ
る

か
ら
だ
。
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
を
冷
静
に
議
論
す
る
き
っ

か
け
を
、
本
書
は
読
者
に
与
え
る
。�

（�

ト
ン
ト
ゥ 

）

�

（
二
二
四
頁　

本
体
八
二
〇
円　

12
月
刊
）

新書コーナー
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私の本棚

《
朱
子
学
》と
は
何
か
？

　
《
朱
子
学
》
と
は
何
か
…
…
。
あ
あ
あ
！　

逃
げ
な
い
で
！　

最
後
ま
で
読

ん
で
！　

読
者
諸
氏
は
《
朱
子
学
》
な
る
言
葉
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
今
回
は
二
冊
の
書
籍
か
ら
、
東

ア
ジ
ア
の
「
普
遍
思
想
」
た
る
朱
子
学
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
《
朱
子
学
》
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
―
―
朱
子
か
ら
道
学
諸
子
へ

　
《
朱
子
学
》
と
は
、
狭
義
に
は
「
朱
子
の
学
」、
す
な
わ
ち
南
宋
の
朱
子
に
よ

っ
て
集
大
成
さ
れ
た
学
問
を
指
す
と
言
え
る
。
広
義
に
は
、
朱
子
に
関
連
す
る

思
想
を
も
含
み
《
朱
子
学
》
と
呼
ぶ
の
が
世
間
一
般
の
認
識
だ
ろ
う
。
福
谷
彬

『�

南
宋
道
学
の
展
開 

』
は
「
朱
子
の
学
」
以
外
の
南
宋
の
思
想
に
焦
点
を
当
て
て
、

そ
の
思
想
的
な
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
が
、
南
宋
期
に
は
「
朱
子
の
学
」
以
外
に
も
、
湖
南
学
な
ど
朱
子
の
思
想
と

対
立
す
る
学
派
が
複
数
存
在
し
て
い
た
。
氏
は
、
こ
れ
ら
の
諸
学
派
を
広
く

「
道
学
諸
子
」
と
し
て
扱
い
、
経
書
解
釈
に
注
目
し
つ
つ
そ
の
特
徴
を
論
じ
て

い
る
。

　

本
書
の
興
味
深
い
点
は
、
朱
子
と
そ
れ
以
外

の
諸
学
派
を
対
等
な
視
点
で
比
較
検
討
し
て
い

る
点
に
あ
る
。
従
来
の
朱
子
学
研
究
で
は
、「
朱

子
の
学
」
を
基
準
点
に
定
め
、
諸
学
派
の
思
想

は
基
準
点
と
の
差
異
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。
要
は
、
諸
学
派
の
思
想
は
「
朱
子
の
思
想
」
と
い
う
色
眼
鏡
を
通
し
て

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
点
、
本
書
で
は
道
学
諸
子
の
思
想
を

そ
れ
自
体
と
し
て
扱
い
、
そ
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
従

来
、（
広
義
の
）《
朱
子
学
》
は
、
朱
子
の
思
想
を
中
心
と
し
て
、
対
立
す
る
学

派
の
思
想
は
そ
の
周
辺
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
実
際

は
む
し
ろ
諸
学
派
の
思
想
同
士
に
共
通
点
が
見
ら
れ
、
朱
子
の
思
想
の
方
が
例

外
的
と
も
言
え
る
、
と
氏
は
指
摘
す
る
。
い
わ
ば
、〈
朱
子
＝
惑
星
、
諸
学
派

＝
衛
星
〉
と
い
う
図
式
で
は
な
く
、
す
べ
て
は
対
等
な
星
々
で
あ
る
と
い
う
図

式
が
提
示
さ
れ
た
の
だ
。
こ
の
点
で
、「
朱
子
の
学
」
の
み
な
ら
ず
、
諸
学
派

の
思
想
も
含
め
て
《
朱
子
学
》
は
語
ら
れ
る
べ
き
だ
と
言
え
よ
う
。

　

朱
子
学
の
広
が
り
―
―
中
国
の
思
想
か
ら
「
普
遍
思
想
」
へ

　

朱
子
に
よ
っ
て
集
大
成
さ
れ
た
《
朱
子
学
》
は
、
や
が
て
国
を
超
え
て
東
ア

ジ
ア
に
広
が
り
を
見
せ
る
。
下
川
怜
子
『�

朱
子
学
的
普
遍
と
東
ア
ジ
ア
―
―
日

本
・
朝
鮮
・
現
代 

』
は
、
題
名
の
通
り
、
日
本
・
朝
鮮
に
お
け
る
朱
子
学
の
特

徴
と
、
現
代
に
お
け
る
朱
子
学
の
思
想
的
意
義
を
分
析
し
て
い
る
。
氏
は
、
朝

鮮
の
朱
子
学
は
主
体
的
な
態
度
を
特
徴
と
す
る
一
方
、
日
本
の
朱
子
学
は
受
容

的
な
態
度
を
そ
の
特
徴
と
す
る
と
い
う
。
日
本
人
は
神
仏
習
合
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
神
道
あ
り
き
で
外
来
の
思
想
を
受
容
せ
ん
と
す
る
が
ゆ
え
に
、
朱
子
学

も
日
本
的
な
色
彩
を
強
め
た
受
容
的
な
も
の
に
な
っ
た
、
と
氏
は
指
摘
す
る
。

　

そ
れ
で
は
朱
子
学
の
現
代
的
意
義
・
各
国
に
お
け
る
朱
子
学
の
変
容
の
意
義

は
何
か
？　

氏
は
、
性
を
善
と
見
る
考
え
（
性
善
説
）
に
基
づ
く
朱
子
学
的
な

思
想
が
、
近
代
の
福
祉
国
家
的
思
想
と
合
致
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の

一
方
で
、
日
本
に
お
け
る
朱
子
学
の
変
容
、
す
な
わ
ち
、
主
体
的
な
思
想
か
ら

受
容
的
な
思
想
へ
の
変
容
に
は
、「
あ
ま
り
意
義
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
論
じ
て
い
る
。
日
本
的
な
朱
子
学
に
意
義
を
見
出
す
こ
と
は
、
朱
子
学
研
究

の
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
《
朱
子
学
》
と
は
何
か
…
…
。
そ
れ
は
単
な
る
朱
子
の
学
以
上
の
意
味
を
持

ち
得
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
時
代
も
国
も
越
え
る
悠
久
の
思
想
に
思
い
を
馳

せ
つ
つ
、
筆
を
置
く
こ
と
と
し
た
い
。�

（�

出
席
点 

）
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歴史哲学への誘い

歴
史
を「
物
語
る
」と
い
う
こ
と
：
ロ
ジ
ッ
ク
と
そ
の
限
界

　

あ
る
い
は
ち
ょ
っ
と
哲
学
を
か
じ
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら
ば
、「
歴
史
哲

学
」
と
聞
い
て
、「
絶
対
精
神
」
に
ま
つ
わ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
議
論
や
、
マ
ル
ク

ス
に
よ
る
「
唯
物
史
観
」
と
い
っ
た
事
柄
を
連
想
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
今
回
は
そ
の
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
切
り
口
で
、
歴
史
を
哲
学
す
る
こ
と
と

し
た
い
―
―
す
な
わ
ち
「
歴
史
の
物
語
り
論
（
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
）」
で
あ
る
。

　
「
物
語
り
」
と
し
て
の
歴
史

　

私
た
ち
が
「
歴
史
」
に
触
れ
る
の
は
一
体
ど
う
い
う
と
き
だ
ろ
う
か
。
歴
史

書
な
ど
の
史
料
に
書
か
れ
た
、
歴
史
的
な
事
件
に
関
す
る
記
述
を
歴
史
家
が
紐

解
き
、
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
資
料
が
そ
ん
な
出
来
事
の
発
生
を
今
に
示
す
。

あ
る
歴
史
的
出
来
事
と
、
そ
れ
に
関
す
る
（
資
料
の
解
釈
も
含
む
）
歴
史
叙
述

と
い
う
独
立
し
た
二
項
の
関
係
―
―
「
物
語
り
論
」
は
こ
の
よ
う
な
図
式
に
異

を
唱
え
る
。
野
家
啓
一
は
『�

物
語
の
哲
学 

』
の
中
で
、「
歴
史
的
出
来
事
は
、
物

語
行
為
に
よ
っ
て
語
り
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
歴
史
的
事
実
と

し
て
の
身
分
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
、
歴
史
的
出
来
事
と
言
語

的
に
制
作
さ
れ
た
歴
史
叙
述
と
の
間
の
不
可
分
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
私
た
ち
は
、
今
現
在
こ
こ
に
は
な
い
歴
史
や
過
去
の
あ

り
様
を
、
客
観
的
な
「
過
去
自
体
」
と
対
応
さ
せ
な
が
ら
云
々
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
の
と
き
歴
史
的
出
来
事
の
成
否
（
歴
史
的
事
実
）
は
、
物
語
行
為

に
よ
っ
て
紡
が
れ
る
「
歴
史
叙
述
」
の
内
容
如
何
へ
と
託
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、

歴
史
的
事
件
に
関
す
る
記
憶
が
、
原
因
と
結
果
の
連
鎖
を
含
む
物
語
の
形
に
構

造
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
最
も
整
合
性
の
高
い
解
釈
（
叙
述
）
は
構
成
さ
れ
る
。

私
た
ち
が
そ
の
存
在
を
認
め
る
と
こ
ろ
の
歴
史
的
出
来
事
は
、
す
べ
て
そ
の
叙

述
の
上
に
立
脚
す
る
の
で
あ
り
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
歴
史
叙
述
な
く
し
て
は
、

歴
史
的
事
実
が
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。

　
「
物
語
り
論
」
と
過
去
の
実
在
性

　

で
は
こ
の
と
き
、
過
去
の
実
在
性
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

同
じ
く
野
家
の
『�

歴
史
を
哲
学
す
る　

七
日
間
の
集
中
講
義 

』
に
よ
れ
ば
、
過

去
存
在
と
は
一
種
の
「
理
論
的
構
成
体
」
で
あ
る
。
現
行
の
物
理
学
の
理
論
体

系
は
目
に
見
え
な
い
「
素
粒
子
」
の
存
在
を
措
定
し
、「
京
都
大
学
」
の
よ
う

な
社
会
的
組
織
の
存
在
は
、
社
会
的
制
度
の
信
念
体
系
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
と
並
行
し
て
、「
過
去
物
語
り
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
背
景
理
論

が
過
去
の
存
在
を
構
成
す
る
、
と
野
家
は
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
過
去
に
起

き
た
（
そ
れ
ゆ
え
に
今
こ
こ
に
は
な
い
）
出
来
事
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

複
数
の
（
主
観
的
な
）
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
を
擦
り
合
わ
せ
て
ゆ
く
中
で
、
現
在

に
対
し
最
も
整
合
的
な
も
の
が
（
間
主
観
的
な
過
去
と
し
て
）、
現
在
か
ら
遡

及
的
に
生
成
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
「
物
語
り
」
の
限
界

　

貫
成
人
の
『�

歴
史
の
哲
学　

物
語
を
超
え
て 

』
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
物
語

り
論
」
の
方
法
論
が
抱
え
る
い
く
つ
か
の
難
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
凄
惨
な
歴
史
的
事
件
の
現
場
を
生
き
延
び
た
当
事
者
が
、
後
に
そ
の
体
験

を
物
語
る
場
面
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
見
聞
き
し
た
も
の
に
関
す
る
彼
／

彼
女
の
証
言
が
、
そ
の
事
件
の
心
的
外
傷
へ
の
防
衛
機
能
か
ら
本
人
の
意
図
と

は
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
抑
圧
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
と

す
れ
ば
原
理
的
に
、「
物
語
り
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
歴
史
的
事
実
と
い
う
も
の

に
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寄
せ
ら
れ
る
批
判
の
数
も
少
な
く
な
い
「
物
語
り
論
」
だ
が
、

そ
の
方
法
論
は
不
思
議
な
魅
力
を
も
っ
て
い
る
。
興
味
を
も
た
れ
た
方
に
は
ま

ず
、『
歴
史
を
哲
学
す
る
』
か
ら
手
に
取
る
こ
と
を
薦
め
た
い
。�

（�

八
雲 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
私
に
限
ら
ず
多
忙
な
現
代
人
に
と
っ
て
「
本
を
一

冊
読
む
」
こ
と
は
時
に
困
難
で
あ
る
（
気
が
す
る
）。

『�

綴
葉 

』
は
、ス
キ
マ
時
間
に
手
に
取
っ
て
あ
る
一
冊

の
本
の
こ
と
を
知
っ
た
気
に
な
れ
る
た
め
、
我
々
に

と
っ
て
非
常
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
愛
読
し
ま
す
。�

（�

法
・
た
ん
ま 

）

―
―
そ
う
で
す
ね
、
今
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
在
宅

ワ
ー
ク
な
ど
家
に
い
て
も
「
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
こ
と
で
時
間
を
取
ら
れ
る
う
え
に
、
つ
い
ス
マ

ホ
で
時
間
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
。
ま
と
ま
っ
た
時
間

が
取
り
づ
ら
い
で
す
ね
。
短
時
間
で
読
め
る
「
紹
介

ま
と
め
」
と
し
て
『�

綴
葉 

』
を
活
用
し
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
あ
、
で
も
気
に
な
っ
た
本
が
あ
っ
た
ら

ぜ
ひ
生
協
で
買
っ
て
み
て
下
さ
い
。
出
会
い
は
一
瞬
、

で
も
そ
れ
が
も
し
か
し
た
ら
永
遠
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
の
で
。

○
学
問
の
分
野
ご
と
に
学
び
た
く
な
る
小
説
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
特
集
を
し
て
ほ
し
い
。

�

（�

農
・
ハ
ワ
イ
人 

）

―
―
小
説
は
ま
あ
ま
あ
読
む
の
で
す
が
、
学
問
が
重

要
な
要
素
と
し
て
登
場
す
る
小
説
、
と
い
う
の
は
注

意
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
盲
点
で
す
ね
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
、
自
分
の

分
野
で
探
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。�

（�

ね
こ 

）

　こんにちは。三月から編集委員になりまし
た、茫漠と申します。「茫漠」というペンネ
ームは私の心象風景をイメージしています。
私は自分をか弱い存在だと思っています。人
生は分からないことばかりで、果てがなく、
毎日その広大さに立ちすくみながら生活して
います。
　書評には、評者にとって本がどのような存
在であるのかが現れていると思います。私に
とって本とは、とりとめのない日常に寄り添
うものです。これから、茫漠なりの視点をお
届けできればと思います。� （�茫漠 ）
　はじめまして。編集委員として今月から活
動していますトントゥです。北欧政治に関心
をもち、日々勉強しています。
　ペンネームでもあるトントゥというのは、
フィンランドにいる小さな妖精で、人々がい
つも楽しく過ごせるように火事や病気から守
ってくれます。トントゥには役割分担があり、
クリスマスのトントゥ、サウナのトントゥ等
様々です。私は、あるかは分かりませんが、
本のトントゥとして皆さんの読書の時間を豊
かにするお手伝いができればと思います。よ
ろしくお願いします。� （�トントゥ ）

当てよう！図書カード編集後記
　今月号の特集は「短編」でした。いかがで
したでしょうか。ところで、私は生粋のメタ
ラーなのですが、実は世界で一番短い曲とし
てギネスに認定されている“You Suffer”と
いう曲（1.316 秒）は、とあるメタル・バン
ドによって作曲されました。では、そのメタ
ル・バンドとは次のうちどれでしょう。
　1．ベヒーモス	 2．テスタメント
　3．スレイヤー	 4．ナパーム・デス
� （�ぱや ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締め切りは 5月 15 日です。

12 月号の解答
　12月号「病除けなどの効果があるとして冬
至の日に風呂に入れる風習になっているもの
はどれでしょう？」の解答は、2．柚子でした。
柑橘類は香りでもリフレッシュしそうですね。
応募者 10 名中 10 名の方が正解でした。図書
カードの当選者は、かえるさん、ムイシュキ
ンさん、よっさんさん、鈴木さん、Nomさん
です。おめでとうございます。� （�ねこ ）


